
株式会社　名古屋銀行

連結レバレッジ比率に関する開示事項（2022年3月末）

１．連結レバレッジ比率の構成に関する開示事項

（単位：百万円、％）

国際様式
（表1）の
該当番号

項目
前四半期末
（2021/12）

調整項目控除前のオン・バランス資産の額 4,314,744

1a 1 連結貸借対照表における総資産の額 4,323,792

1b 2
連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率の範囲に含まれない子法人
等の資産の額（△）

－

1c 7
連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率の範囲に含まれる子会社の
資産の額（連結貸借対照表における総資産の額に含まれる額を除く。）

－

1d 3
連結貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資
産の額（△）

9,048

7 Tier1 資本に係る調整項目の額（△） 11,660

オン・バランス資産の額 （イ） 4,303,083

デリバティブ取引等に関するＲＣの額に１．４を乗じた額 －

デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 231

デリバティブ取引等に関するＰＦＥの額に１．４を乗じた額 －

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 1,463

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 294

連結貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差し
入れた担保の対価の額

－

連結貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金
で差し入れた証拠金の対価の額

－

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の額
のうち控除する額（△）

－

清算会員である銀行又は銀行持株会社が補償を義務付けられていない
顧客とのトレード・エクスポージャーの額（△）

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後
想定元本の額

－

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後
想定元本の額から控除した額（△）

－

4 デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 1,988

レポ取引等に関する資産の額 －

レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） －

レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャーの額 －

代理取引のエクスポージャーの額

5 レポ取引等に関する額 （ハ） －

オフ・バランス取引の想定元本の額 65,843

オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額（△） 44,164

6 オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 21,678

資本の額 （ホ） 249,157

8 総エクスポージャーの額（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （へ） 4,326,751

連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率（（ホ）／（へ）） 5.75%

総エクスポージャーの額 （へ） 4,326,751

　 日本銀行に対する預け金の額 771,969

日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャーの額 （へ´） 5,098,720

日本銀行に対する預け金を算入する場合の
連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率（（ホ）／（へ´））

4.88%

（注）　デリバティブ取引等に関する額は、旧計算告示第７条の規定によって算出しております。

２．前四半期末の連結レバレッジ比率との間に著しい差異を生じた原因（当該差異がある場合に限る。）

該当ありません

　 5,166,292

4.71%

オン・バランス資産の額

デリバティブ取引等に関する額

レポ取引等に関する額

オフ・バランス取引に関する額

連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率

日本銀行に対する預け金を算入する場合の連結レバレッジ比率又は持株レバレッジ比率

　 4,365,627

　 800,665

2 12,892

3 4,338,925

5 －

1,067

1,820

6 －

国際様式
（表2）の
該当番号

当四半期末
（2022/3）

1 4,351,818

128

4 －

4,362,175

－

－

10,357

－

12 －

7 －

8

9 －

10 －

11 3,016

18 47,911

13 －

14 －

15

16 －

17 71,597

22 5.57%

19 23,685

20 243,402

21 4,365,627



株式会社　名古屋銀行

単体レバレッジ比率に関する開示事項（2022年3月末）

１．単体レバレッジ比率の構成に関する開示事項
（単位：百万円、％）

国際様式
（表1）の
該当番号

項目
前四半期末
（2021/12）

調整項目控除前のオン・バランス資産の額 4,270,514

1a 1 貸借対照表における総資産の額 4,279,531

1b 3
貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資産
の額（△）

9,017

7 Tier1 資本に係る調整項目の額（△） 10,035

オン・バランス資産の額 （イ） 4,260,478

デリバティブ取引等に関するＲＣの額に１．４を乗じた額 －

デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 231

デリバティブ取引等に関するＰＦＥの額に１．４を乗じた額 －

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 1,463

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 294

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差し入れ
た担保の対価の額

－

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金で差
し入れた証拠金の対価の額

－

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の
額のうち控除する額（△）

－

清算会員である銀行が補償を義務付けられていない顧客とのトレード・
エクスポージャーの額（△）

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後
想定元本の額

－

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後
想定元本の額から控除した額（△）

－

4 デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 1,988

レポ取引等に関する資産の額 －

レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） －

レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャーの額 －

代理取引のエクスポージャーの額

5 レポ取引等に関する額 （ハ） －

オフ・バランス取引の想定元本の額 56,297

オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額（△） 35,601

6 オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 20,696

資本の額 （ホ） 239,838

8 総エクスポージャーの額（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （へ） 4,283,163

単体レバレッジ比率（（ホ）／（へ）） 5.59%

総エクスポージャーの額 （へ） 4,283,163

　 日本銀行に対する預け金の額 771,969

日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャーの額 （へ´） 5,055,133

日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率（（ホ）
／（へ´））

4.74%

（注）　デリバティブ取引等に関する額は、旧計算告示第15条の規定によって算出しております。

２．前四半期末の単体レバレッジ比率との間に著しい差異を生じた原因（当該差異がある場合に限る。）

該当ありません

4 －

国際様式
（表2）の
該当番号

当四半期末
（2022/3）

1 4,304,437

4,314,765

10,328

2 10,001

3 4,294,436

128

5 －

1,067

1,820

6 －

－

12 －

7 －

8

9 －

10 －

11 3,016

18 37,315

13 －

14 －

15

16 －

17 59,795

19 22,479

20 233,365

21 4,319,931

4,319,931

　 800,665

22 5.40%

4.55%

　 5,120,596

オン・バランス資産の額

デリバティブ取引等に関する額

レポ取引等に関する額

オフ・バランス取引に関する額

単体レバレッジ比率

日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率

　


